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子どもの姿は百面相  

まぶしい日差しの中、毎日プールからの歓声が聞こえてきます。今年は児童が唇を紫にしながら水泳をする光景はなく、反対にプール

サイドで足の裏をやけどしないように配慮しながらの水泳学習となっています。 

 早いもので１学期も最後の月となりました。この間入学してきたと思っていた１年生ですが、算数の授業では“７+２”“９+１”など、一位

数の足し算を学習しています。具体物や数図ブロックを用いて様々な場面での加法を少しずつ学習しています。また、ひらがなで自分の

考えや気持ちが少しずつ書けるようになってきています。入学してからお子さんの表情などはいかがでしょうか？ 

 さて、今回は子ども達の行動について、特に「子どもが周囲との関わりの中でどのような態度をとるか」について一緒にお考えいただき

たいと思います。 

小学生段階では子ども達はまだまだ自己表現やコミュニケーションが試行錯誤の発達段階にあります。そのため、同じ子どもでも、時

と場合、相手によって異なる態度をとることがよくあります。例えば、学校で友達と遊んでいるときや先生と話しているとき、家庭での振る

舞いと外での振る舞いが違うのはごく普通のことです。これらの違いは、子どもが成長する中で身に付けていく「状況に応じた柔軟な対

応力」の一部です。 

そのため、保護者方の中には「うちの子はおとなしいから、友達から嫌なことばかりされているのではないか」という心配をなさる方が

いらっしゃいます。しかし実はそうした懸念が必ずしも当てはまるわけではないことをご理解いただきたいと思います。 

確かに、内向的な性格のお子さんは、積極的に自分の意見を言うことが少なく、控えめに行動することが多いかもしれません。しかし、

だからと言って、他の子ども達から嫌な思いをさせられているとは限りません。むしろ、内向的なお子さんはその落ち着いた態度や聞き手

に回る姿勢が、友達との信頼関係を深める要素となっていることもあります。 

さらに、子ども達の間では、時には小さな摩擦が生じることもありますが、それは必ずしも「いじめ」や「嫌がらせ」ではなく、むしろ社会

性を学び成長する過程の一部です。友達同士でぶつかり合うことも、将来的に良い人間関係を築くための大切な経験です。お子さんが

友達との関わりで悩んでいるように見えることがあっても、多くの場合、それを過度に心配する必要はありません。学校では子ども達がそ

うした問題を解決する力を養うために、教職員がしっかりサポートしています。 

また、お子さんが学校で見せる顔と家庭での様子が異なることに驚かれる保護者の方もいらっしゃるかもしれません。家庭ではおとな

しく過ごしているお子さんが、学校では活発に友達と遊んだり、自己主張をしたりしている場面を見たとき、意外に思われることもあるで

しょう。しかし、これはお子さんが学校という環境で様々な経験を積んでいる証拠でもあります。家庭での温かいサポートがあってこそ、

子ども達は安心して新しいことにチャレンジすることができるのです。もちろん、もしお子さんが何か問題を感じている場合や、学校生活

において不安があるようでしたら、どうぞ遠慮なくご相談ください。私たち教職員は、保護者の皆さまと一緒にお子さんの成長を支え合っ

ていきたいと考えています。 

最後に、子ども達がどんな態度をとるかは、必ずしもその子の性格だけで決まるわけではありません。環境や一緒に過ごす人たち、そ

して日々の経験が大きく影響します。保護者の皆さまが、お子さんの個性を理解し、温かく見守りながらサポートしていただけることが、

何よりの力となります。学年を問わず、“早寝・早起き・朝ご飯”の継続をお願いいたします。                   髙岡 佐知 
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院内学級とは 

吹上小学校の院内学級は、日本赤十字和歌山医療センター南館に設置されています。6月6日、教室は南館4

階から 11 階に引越しいたしました。窓からは外の景色を遠くまで見渡すことができ、自然の変化を眺めることで、癒

しやリラックス効果につながってくれるのでは・・・と思います。長期入院となった児童は、転校手続きの後、本校の院

内学級への入級が決まります。治療への不安が少しでも軽減され、笑顔になってもらえるよう、子どもに応じてさまざ

まな取り組みを考えます。教科学習の他、手芸や工作、書道やハンドベル、紙芝居づくり、季節に合わせた行事なども

行い、制限された入院生活の中でも笑顔で楽しめる活動を取り入れています。また、遊びの時間が楽しいコミュニケ

ーションの場となるよう、時々、病棟内の保育士さんや看護師さん、ご家族も一緒に参加していただき、児童の好きな

遊びやゲームをみんなで楽しんだりします。長期外泊の際には、学習空白を

つくらないよう、リモート学習を行い、病気克服への原動力となる「学び」を大

切にしています。病院は治療の場であり、大切な生活の場でもあります。どの

学年の子どもが入級しても、「やればできる」という達成感や楽しい体験を積

み重ね、治療意欲を高め、情緒の安定を図れるように精一杯サポートさせて

いただきたいと考えています。 

７・８月の主な行事予定 

２ 水 
１年１組竹内学級研究授業 

  

１６ 水 
ALT来校   

個人懇談 

１７ 木 
個人懇談  給食終了 

 

３ 木 なかよし遊び 

ぶんだらキャラバン（２年） 

１８ 金 終業式（※） 

 

５ 土 土チャレ 七夕 笹飾り １９ 土 育友会主催 夏イベント～ 

６ 日 七夕 まつり（自治会主催） ８/１ 金 登校日  

８ 火 健康教育（５年） 
8/25 月 始業式 

９ 木  委員会（５・６年） 

 

 

１０ 木 諸費振替日  なかよし反省会 

１１ 金 議会見学（６年） SC来校 

１２ 土 土曜チャレンジ 生け花・将棋 

１４ 月 給食後下校  

１５ 火 
ALT来校   

個人懇談 

 


